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平成２２年度東北森林管理局技術開発委員会の開催

東北森林管理局の平成２２年度技術開発委
員会が、１２月１５日（水）に開催され、当
センターからは所長、森林技術専門官、業務
係長が出席しました。

この委員会は、森林技術センターなどが実
施している技術開発課題についての進捗状況
や今後の方向性、また新たに設定する新規課
題に関する審議が中心に行われ、近年は、学
術経験者、指導林家など外部の委員も交えて、
局としての技術開発の方向性がより地域のニ
ーズの要望に添うよう、審議が行われていま
す。

当センターは、現在実行中の８課題の現状
を報告するとともに、新規課題（林野庁応募
型）「ヒバ人工林の適地等判定調査」につい
て説明を行いました。また、米代東部森林管
理署、岩手北部森林管理署からも現在の取り 課題の説明をする田畑専門官
組み状況について報告されました。

この新規課題は、現在、民有林のヒバ人工
造林地において漏脂病が発症している状況に
あり、ヒバ人工林育成上の重大な問題となっ

報告会場の様子 ています。関係研究機関においても研究段階
途上ということもあり、発生条件等の詳細は
今のところ解明されておらず、被害の程度も
十分に把握されていない現状にあります。
このことから、国有林のフィールドを活用

し漏脂病被害の回避に寄与できる知見の集積
を行う必要があり、民有林への普及に努める
ことが重要であると考えます。
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技術開発課題の紹介
森林技術専門官 田畑 良輝

現在取り組んでいる課題について、紹介い
たします。

「間伐材等を利用した森林土木工法の推進」

（１）開発目的
法面から土砂の流出が見受けられる林道等

では、重機機械による土砂の除去等により、
毎年、林道等の維持管理コストが発生してき
ます。

このような法面を安定させるため、周辺林
地における間伐後の残材（間伐材等）を利用
した木製構造物の設置（図-１）や、周辺に
自生する在来植物を利用した緑化により、簡
易で低コストの土木工法の推進に取り組んで
います。

（２）研究の方法と経過
平成１９年に試験地を設定（図-２）し、

作業道法面に木枠のプロットを設置、中に土
留め効果を期待した間伐材を置き、植栽した
緑化植物の活着・生長調査、土砂流出量調査
を実施しています。

まず、土砂が安定している試験地周辺の法
面で植生調査を実施し、緑化に用いる植物と
その植栽密度を、ススキが２５・５０本／㎡、
タニウツギが５・１０本／㎡としました。

そして、法面を１．５×３ｍの木枠で区切
り、間伐材を横木として設置し、その中にス
スキを移植、タニウツギは挿し木により植栽
しました。

また、対照区として裸地区と木枠・横木の
み区を設定しました。

（３）結 果
植栽した緑化植物の生存本数（図-３）に

ついて、タニウツギ植栽のプロット５と６の
生存率は２７％、１７％となり、ススキを植
栽したプロット７と８の生存率は５６％、５
８％との結果を得ました。

各プロットにおける年度別の土砂流出量
（図-４）について、プロット１及び２は下
層植生がほぼ全面に生育しているため、流出
量はかなり抑制された状況となっています。
プロット３は、木製構造物及び下層植生が無
いため、今年は約５，０００ｇの流出量とな
っています。プロット４は、下層植生はあり
ませんが木製構造物の効果が発揮され、プロ
ット３と比較すると約半分の流出量に留まっ
ています。
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図-１ 試験地全景

図-２ 試験地（プロット）の設置

図-３ 植栽した植生の生存本数



プロット５～８は、木製構造物の設置及び
植栽の効果により、流出量はプロット３及
び４に比べ少ない状況となりました。

土砂流出量については、今年は４回計測
（図-５）しました。結果、融雪後での流
出量がかなり多く、また、局所的なゲリラ
豪雨の発生もあり、その時の流出量も多く
なっています。
また、各プロットの人工植栽した植生以

外に新たに侵入してきた植生（表-１）と
して、ススキ、ニガナ、スギ、ヒバ、ハン
ノキ、ヤマザクラ、エゾヒカゲカズラ、そ
の他草類が確認されました。

今後とも土砂の流出量や緑化植物の生育
状況等を継続的に調査し、木製構造物の効
果、緑化の効果を検証したいと思います。

国有林野事業業務研究発表会

１１月１７日（水）に林野庁で開催された国有林野事業業務研究発表会において、当セン
ターから森林技術専門官と業務係長が出席し、「スギ人工林の高齢級複層林への誘導」につ
いて発表を行いました。

この研究は、自然環境の保全に対する社会的な要請が高まっている中、環境保全重視の観
点からスギなど針葉樹人工林の長伐期施業や二段林などの複層林の造成が提唱されており、
当センターとしてもこれらの要請に対応するため、スギ人工林の複層林化造成技術の確立を
目的とし調査を行ってきたものです。
結果、スギ人工林の複層林化への誘導については、高い伐採率での照度確保、枝張りを考

慮した苗木の植栽、伐採率の低い林分については受光伐を行い、照度の改善を図ることが重
要であると思われます。

また、本局からの発表課題「新たなＧＰＳ機器を活用した森林管理の効率化に向けた検
討について」が日本森林技術協会理事長賞、岩手北部森林管理署の「国有林って何ですか？
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図-４ 各プロットにおける年度別土砂流出量

図-５ 各プロットにおける２２年度土砂流出量

表-１ 各プロットに新たに侵入してきた植生本数



に応える森林環境教育実施への一考察」が日
本林政ジャーナリストの会会長賞を受賞しま
した。

今回、当センターは受賞とはなりませんで
したが、「来年度こそは」と森林技術センター
としてますます技術開発に取り組んで行かな
ければならないと気持ちを新たにしたところ
です。

林野庁での発表の様子

農業水利施設の見学会に伴う森林教室

１０月６日（水）、十三湖土地改良区が実
施した農業水利施設を中泊町立武田小学校
５学年１５名が見学しました。見学会に伴っ
て田んぼ、森林、農業用水の関わりについて、
当森林技術センター所長による森林教室が行
われました。
森林教室では、「緑のダム」を知っていま

すか？からはじまって、森林の役割や働きに
ついて説明させていただきました。

森林の役割等について、いくらかでもわっ
かってもらえたように思われました。

森林教室の様子

平成２２年度林業研究開発推進東北ブロック会議に出席

林業研究開発推進東北ブロック会議が、９
月１６日（木）に岩手県公会堂において開催
され、当センターからは、田畑森林技術専門
官が出席しました。

会議当日は、各県及び林業試験研究機関、
森林総合研究所、林木育種センター東北育種
場、林野庁など３４名の技術開発関係担当者
が一同に会する場となりました。

林野庁からは、昨今の林野行政を巡る新た
な動きとしての「森林・林業再生プラン」、「公
共建築物木材利用促進法」等の説明、つづい
て各県からは行政及び現場における研究・技
術開発に関する地域のニーズ等が報告され内
容としては、「木質バイオマスの利用促進や
「海岸林の管理手法」、また、現在広がりつ
つある「ナラ枯れやマツ枯れ等の効果的な防
除方法」が挙げられるなど、各地域が現在抱
える問題を聞くことができ、今後の業務を進
める上で大変参考になりました。

また、各機関の最近の主要な研究成果とい
うことで、当センターからは「ヒバの巣植え ヒバ巣植え報告の様子
によるヒバ・広葉樹混交林施業の確立」を報
告しました。

編集後記
技術開発委員会も終了し、一息ついているところです。今後は、発表会等の資料作成と技

術開発課題のデータ整理となります。津軽の冬はこれからです。地吹雪体験できるかな？
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